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「早秋」・「秋王」の出荷量増加に向けて！  

 
  カキ「早秋」・「秋王」の優良園地巡回を開催 

 

久留米普及指導センターでは、８月１１日、ＪＡにじ柿部会と連携し、県推奨品

種であるカキ「早秋」、「秋王」の優良園地巡回を開催し、31名（「早秋」13名、

「秋王」18名）の生産者が出席しました。 

「早秋」と「秋王」は、良食味で市場や消費者の評価が高く、既存品種よりも高

単価で取引されることから、早生、中生の優良品種として、福岡県が関係機関と連

携して、産地への導入を推進しています。一方で、生理落果が多く特定の病害虫に

弱いため、出荷量が伸び悩んでいるのが現状です。そこで普及指導センターでは、

昨年度から、これらの品種に特化した勉強会や園地巡回を定期的に行い、生産技術

の確立と普及に努めています。 

今回は、着果が安定している優良園地を２園地ずつ巡回し、収量向上に有効な技

術の普及を図りました。特に「秋王」では、普及指導センターが推進している環状

はく皮や弱せん定を実践し着果が向上した事例を紹介し、「着果が良い樹の状態が

見られてよかった」等の声が聞かれ、栽培管理の参考になった様子でした。 

今年度は「早秋」、「秋王」とも昨年度を上回る出荷量が予想されています。普及

指導センターでは、高品質な果実を多くの消費者に届けられるよう、関係機関と連

携して、出荷量増加に向けた技術支援を継続していきます。 

 

 

 

 

  

 

 

優良技術の紹介を行う普及指導員    「秋王」優良園地の着果状況 

問い合わせ  TEL  0942-47-5101 

              FAX  0942-47-5105 

ﾎｰﾑﾍﾟｰｼﾞhttps://www.pref.fukuoka.lg.jp/soshiki/4705101.html 
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